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国
立
三
新
温
泉
柄
院
の
経
営
移
姓
･
廃
止
に
反
対
し
'
充
実
･
強
化
を
求
め
る
意
見
書

国
立
三
朝
温
泉
柄
院
は
､
戦
後
四
十
年
間
'
地
域
住
民
と
津
く
結
び
つ
い
た
国
立
医
簾
税
関
と
し
て
大

き

な

役

割

を

果

た

し

て

い

ま

す

｡

そ
の
主
な
も
の
は
､
戦
後
国
民
頼
と
ま
で
い
わ
れ
た
結
株
の
医
簾
を
は
じ
め
､
近
年
は
疾
頼
構
造
の
変

化

に

対

応

し

た

地

域

医

簾

'

と

り

わ

け

交

通

事

故

､

労

助

災

書

'

急

速
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む

人
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の
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化
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な
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で

椴

卒

中

で

倒

れ

た

高

齢

者

の

医

簾

と

回

復

に

と

も

な

う

訓

練

秩

能
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等

三

朝

温

泉
掃
除
の
特
散
を
生
か
し
た
温
泉
簾
法
を
鳥
取
県
中
部
は
も
と
よ
り
達
-
他
府
県
か
ら
の
外
来
･
入
院
患

者

の

診

簾

も

遂

行

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す
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し
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域
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兼
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撤
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る

国

立

掃

除

､

簾

養

所

の

緒

小

､

再

編

針

菌

に

国
立
三
朝
温
泉
病
院
は
経
営
捗
強
･
廃
止
の
対
象
施
設
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
､
真
に
地
域

住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
　
｢
国
立
医
簾
機
関
｣
　
と
し
て
存
続
さ
れ
た
く
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
-

要
望
し
ま
す
｡
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国
立
三
朝
温
泉
頼
院
を
国
立
医
棄
機
関
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
｡

二
㌧
　
県
民
'
地
域
住
民
の
疾
ホ
構
造
の
変
化
や
医
簾
青
葉
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
､
国
立
三
朝
温
泉
病
院

の
医
兼
機
能
の
整
備
､
正
充
と
従
事
職
員
の
増
員
を
は
か
る
こ
と
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捻
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国

･
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地

方
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ッ

ク

的

セ

ン

タ

-

と

し

て

の
機
能
付
け
を
は
か
る
こ
と
｡
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